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　2013年４月に、初めての著書『少女
雑誌に見る「少女」像の変遷̶マンガ
は「少女」をどのように描いたのか̶』
を出版メディアパルより上梓しました。
この本は、2012年３月に名古屋大学に
提出した私の博士論文を基に加筆・修
正を行ったものです。
　私がマンガを研究の対象にしようと
考えたのは大学４年、卒業論文に何を
とりあげるか迷っていた時でした。も
ちろん、未だ明確な問題意識を持って
いた訳ではありませんでしたが、漠然
とした意識が明確な方向性を持ったの
はとても些細なことがきっかけでした。
その時のことを、私はこの本の「あと
がき」に次のように記しています。

　卒業論文のテーマを何にしようかと
悩んでいた頃だった。
　「マンガ」をテーマにするところまで
はすんなりといったものの、生まれて
初めて書く「論文」というものの全貌
が掴めず、悶々とした日々を過ごして
いた。研究テーマを巡り、当時の指導
教員であった寄藤昂先生と相談を重ね
ている中で、ふいに先生が「少女マン
ガの“少女”って何だろう？」と私に
尋ねられた。問いは単純で簡単なもの
のはずであった。しかし、「少年マンガ
と違ってラブ・ストーリーが多くて…」
と答え始めた時、私はその答えを自分
の中に持たないことに気がつき、そし
て愕然とした。今でもこの時の衝撃を
はっきりと覚えている。
　少女マンガの「少女」とは何か。

雑誌群が登場したことにある、という
ことが解りました。いわゆる「少女雑誌」
と呼ばれるそれらの雑誌は、女学生を
中心に爆発的な人気を誇りました。
　少女雑誌が最も華やかだった時代は
大正時代です。大正モダニズムを背景
として、竹久夢二、蕗谷虹兒、中原淳一、
高畠華宵といった人気画家が多く登場
しました。これらの画家が少女を描い
た美麗な挿絵は叙情画と呼ばれ、吉屋
信子を筆頭とする作家達によって綴ら
れた「少女小説」の挿絵として少女雑
誌を彩り、読者である少女たちを強く
惹き付けたのです。つまり、「出版」と
いう活動の積み重ねが「文化としての
少女」を生み出した、と言えるのです。
　こうして、私の研究は「出版史」と
いう色合いを帯びて行きました。
　しかし、自由で華やかな時代は、次
第に強まっていく軍国色に塗りつぶさ
れていきます。少女雑誌は、少女に絶
大な人気を誇っていたからこそ、（少）
国民啓蒙・教化の先鋒として利用され
ることになります。娯楽的として廃刊
に追い込まれる雑誌がある一方で、一
部の少女雑誌はこの状況に巧みに適応
して、不自由な時代にあっても消える
ことなく生き残り、戦後まで刊行を継
続しています。
　ここで私を惹きつけたのは、「描かれ
た少女（図像）」の急速な変化の影に見
え隠れするプロパガンダの構図でした。
　少女雑誌が再び自由を取り戻すのは、
1950年代以降まで待たねばなりません
でした。この頃になるとテレビとの競
合が始まり、少女雑誌は娯楽色を強く
していきます。そこで生まれ、そして
主役となっていったのが少女マンガな
のです。
　手塚治虫は、少女マンガに初めてス
トーリー性を持ち込んだ作家であると
言われています。手塚の描いた可憐な
少女は、ドレスに身を包み異国の王子
に恋をします。戦前の良妻賢母主義、

　もし、この質問に対して大きな疑問
を抱かず、思いついたままの答えを口
にしていたならばその後の私の進む道
は大きく異なっていたことだろう。

　こうして始まった私の「少女」研究は、
修士論文、博士論文へと継続していく
こととなりました。
　誰でも知っている言葉でありながら、
形がつかめない不思議な存在である「少
女」の研究は、その「少女」という言
葉がどのように誕生したのかを調べる
ことから始まりました。
　調べてみると、「少女」という言葉が
一般的に用いられるようになったきっ
かけは、明治時代に「少女」を冠した
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そして戦中の軍国主義に我慢を強いら
れていた読者にとって、マンガの中の
主人公がいかに鮮烈であったのか想像
に難くありません。少女マンガは読者
である少女たちにとって、自分たちの
夢や憧れであると同時に、生活に欠か
すことのできない存在になっていった
のです。そして、後に続く作家達によ
って、少女マンガの中の「少女」はさ
らに変貌を重ね、等身大の、同時代性
をもつ主人公も登場するようになるの
です。
　この本で、私は「少女」という言葉
の始まりから駆け足で歴史を辿り、少

新刊ダイジェスト ※価格は総額（税込）表示です。

　韓国で70万部売り上げた朝鮮李朝最後の王女
徳恵翁主の悲劇を描いた歴史小説。日本併合下の
1912年、13歳で学習院への留学を強いられた王
女は、日本人伯爵と政略結婚させられる。生来の
精神疾患を病んで長く入院し、離婚と一人娘の自
殺という不幸の果てに、ようやく母国に還ること
ができたのは1962年、37年もの歳月を経ての
ことであった。韓国に資料は少なく、大学図書館

に寄贈されていた日本人研究者の著作を手掛かり
に、王女ゆかり地を歩き、歴史の犠牲になりなが
ら日韓両国の現代史から忘れ去られようとしてい
る一人の人間の恨み深い魂を描き出す。余りに過
酷な事実にたじろぐばかりである。
◆2520円・四六判・393頁・かんよう出版・
2013/4刊・ISBN978-4-906902-12-5

『朝鮮王朝最後の皇女　徳恵翁主』●クォンビヨン著／斎藤勇夫訳

　群馬県上野村と聞けば、30年前の日航ジャン
ボ機墜落が思い起こされる。人口1700、総面積
の9割以上を森林が占め、県内で最も交通不便
と言われたこの村で、黒澤丈夫は51歳から10
期40年間村長を務めた。多額の赤字を抱えた村
財政の再建に荒療治を施し、深刻な人口減少を食
い止めようと山村振興法の指定獲得に奔走、県内
の草分けとなる国民宿舎の誘致、木工産業の樹立

など、全国の先駆けとなる施策を次々と打ち出し
た。地域に根差し、国の市町村合併政策にも真正
面から異を唱えた。黒澤をして村おこしに走らせ
たものは、共助の精神、陰徳、心の文明、そして
誇りであった。正にいのちの哲学である。
◆ 1260 円・Ａ５判・202 頁・上毛新聞社・
2013/3刊・ISBN978-4-86352-082-0

『誇りについて　－上野村長　黒澤丈夫の遺訓』●藤井　浩著

　近現代の日本において「少女」はどのように語
られてきたのか。本書は明治末期から大正期にか
けて続々と創刊された少女雑誌を端緒にその変遷
をたどっていく。少女小説や挿絵が中心の誌面か
ら、戦時下には勤労動員など理想像としての表紙
絵が目立ち、戦後は小説とマンガをつなぐ「絵物
語」が誕生する。さらにテレビの登場により、総
合誌からマンガ専門誌へと変化を遂げていく。そ

れらを踏まえた上で古くは「リボンの騎士」から
新しくは「セーラームーン」まで「戦う少女」を
テーマにした５つの作品を取り上げ、また「NANA」
でジェンダー論を語る。「少女」を生み出し、変
容させていった文化を探る、新しい視点に満ちた
貴重な研究書。
◆2520円・Ａ５判・222頁・出版メディアパル・
2013/4刊・ISBN978-4-902251-24-1

『少女雑誌に見る「少女」像の変遷　－マンガは「少女」をどのように描いたか』●中川裕美著

女のイメージが時代によって教育的に、
商業的に、そして政治的に「描き直さ
れる」様子を明らかにすることを試み
ました。
　現在、マンガは書店やコンビニなど
で誰でも簡単に手にすることが出来る
メディアであり、それらの中には、大
人向けのドラマや映画の原作となって
いる作品も数多くあります。すなわち、
今やマンガは子ども時代だけの一過性
の読み物ではなく、現代の日本を支え
る文化の一つと言っても過言ではない
のです。
　今回のこの本では、メディアミック

スの中の少女マンガ、キャラクター商
品との連携、といったことについては
現象を指摘するに留まり、少年雑誌・
少年マンガを読む少女、といった新た
な傾向についても取り上げることがで
きませんでした。また、昨今の少年マ
ンガには、主人公の少年と同等、また
は同等以上に戦う少女も多く登場する
ようになっています。
　マンガに描かれる「少女」の研究に
はまだまだ多くの切り口や課題が残さ
れています。私の「少女」研究はまだ
始まったばかりのようです。
（なかがわ　ひろみ／少女研究家）
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　東日本大震災からの復興に欠かせない視点とは
何か？　それはその土地の風土を見据えることで
ある。本書の筆者はそう主張し、従来の土木工学
に替わる風土工学を提唱します。これまでの機能
一辺倒の土木工学は環境には気を遣っても、風土
への目配りが欠けていた。風土工学ではそれぞれ
の土地の文化・歴史・人々の思いといった要素を
重視し、それでこそ個性豊かで誇りの持てる地域

づくりが出来るのであると。理念のみならず、実
際に著者が関わった事例を挙げながら、風土を土
木建築にどう生かすかも解説されています。また、
風土という視点は震災からの復興のみならず、広
く地域おこしにも生かせるでしょう。
◆2800円・四六判・263頁・ツーワンライフ・
2013/2刊・ISBN978-4-907161-03-3

『風土千年・復興論　天地異変・災害の世紀　－誇り高い千年先の風土をつくる』●竹林征三著

ジャンル別
新刊案内

2013 年 4月 1日～ 30 日
流通センター着

※各ジャンル内での出版社名は
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流通センター

５　44頁　１０５０円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-19824-2　13/03
◆地方史研究　第３６２号　地方史研究協議会編◆地方史研究　第３６２号　地方史研究協議会編◆地方史研究
　Ａ５　94頁　１２００円　岩田書院　［東京］
　978-4-87294-962-9　13/04
◆徳島地域文化研究　第１１号　高橋　晋一編　◆徳島地域文化研究　第１１号　高橋　晋一編　◆徳島地域文化研究
Ａ４　236頁　１８９０円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-19821-1　13/03
◆風俗史学　５０号　日本風俗史学会編　Ａ
５　96頁　１５７５円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-19841-9　13/01
◆風俗史学　５１号　日本風俗史学会編　Ａ
５　96頁　２１００円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-19842-6　13/03
◆すいへい・東京　３９号　東京部落解放研究所◆すいへい・東京　３９号　東京部落解放研究所◆すいへい・東京
編　Ａ５　106頁　１０００円　解放書店　［東
京］　978-4-503-19833-4　13/03
◆たまら・び　Ｎｏ．７９　けやき出版編　Ａ◆たまら・び　Ｎｏ．７９　けやき出版編　Ａ◆たまら・び
４　79頁　７５０円　けやき出版　［東京］　
978-4-87751-494-5　13/04
◆寺門興隆　Ｎｏ．１７３　矢澤　澄道編　◆寺門興隆　Ｎｏ．１７３　矢澤　澄道編　◆寺門興隆
Ａ５　187頁　１１５５円　興山舎　［東京］　
978-4-904139-76-9　13/04
◆寺門興隆　Ｎｏ．１７４　矢澤　澄道編　◆寺門興隆　Ｎｏ．１７４　矢澤　澄道編　◆寺門興隆
Ａ５　189頁　１１５５円　興山舎　［東京］　
978-4-904139-77-6　13/05
◆子どもの文化　Ｎｏ．５０５　片岡　輝編　Ａ◆子どもの文化　Ｎｏ．５０５　片岡　輝編　Ａ◆子どもの文化
５　47頁　３０５円　子どもの文化研究所　［東

【雑誌】

◆あおもり草子　Ｎｏ．２１５　佐藤　史隆編　◆あおもり草子　Ｎｏ．２１５　佐藤　史隆編　◆あおもり草子
Ａ４　48頁　６００円　企画集団ぷりずむ　［青
森］　978-4-503-19826-6　13/04
◆榛名団　６号　富沢　智編　Ａ５　108頁
　６０１円　榛名まほろば出版　［群馬］　
978-4-503-19829-7　13/03
◆ＧＲＥＥＮ　ＲＥＰＯＲＴ　４００　廣瀬　仁
編　Ａ４　192頁　２８００円　地域環境ネット
　［埼玉］　978-4-905457-32-9　13/04
◆はっぴーママ東京ベイ・千葉版　Ｎｏ．５２　◆はっぴーママ東京ベイ・千葉版　Ｎｏ．５２　◆はっぴーママ東京ベイ・千葉版
湊　美紀枝編　Ａ５　93頁　６００円　明光企
画　［千葉］　978-4-503-19837-2　13/04
◆子どもと昔話　Ｎｏ．５５　小澤昔ばなし研究◆子どもと昔話　Ｎｏ．５５　小澤昔ばなし研究◆子どもと昔話

所編　Ａ５　79頁　８３０円　小澤昔ばなし研
究所　［神奈川］　978-4-902875-53-9　13/04
◆子どもと読書　３９９号　親子読書地域◆子どもと読書　３９９号　親子読書地域◆子どもと読書
文庫全国連絡会編　Ａ５　40頁　５５０円
　親子読書地域文庫全国連絡会　［神奈川］　
978-4-900910-99-7　13/04
◆道　Ｎｏ．１７６　木村　郁子編　Ａ４　◆道　Ｎｏ．１７６　木村　郁子編　Ａ４　◆道
74 頁　１２００円　どう出版　［神奈川］　
978-4-904464-45-8　13/04
◆ＡＸＩＳ　Ｖｏｌ．１６３　石橋　勝利編　
Ａ４　128頁　１８００円　アクシス　［東京］　
978-4-503-19844-0　13/06
◆オルタ　４３９　田中　滋編　Ａ４　48頁　
８４０円　アジア太平洋資料センター　［東京］　
978-4-503-19830-3　13/02
◆武田氏研究　第４７号　武田氏研究会編　Ａ◆武田氏研究　第４７号　武田氏研究会編　Ａ◆武田氏研究

　著者は、火星に運河があるとの説を唱えたこと
で知られるアメリカの天文学者。1891年4度目
の来日の際、木曽御嶽山に登る途中、白装束の3
人の若者たちが、断崖に掘られた祠の前で神降ろ
し儀礼を始めたのを見て、大きな衝撃を受ける。
以来神習教の芳村正秉（まさもち）管長に神道や
憑依儀礼についての教示を受けた。自宅に行者た
ちを招いて実際に憑依儀礼を観察。どの流派にお

いても御幣が重要な役割を果たしていることに注
目する。また憑依儀礼の起源を古事記や日本書紀
の記述に見出し、それが日本固有のものであると
確認する。神々と直接交流する憑依儀礼に神道と
日本の本質を見出した、120年前の外国人による
日本研究の書である。
◆9345円・Ａ５判・388頁・岩田書院・2013/2刊・
ISBN978-4-87294-783-0

『オカルト・ジャパン　－外国人の見た明治の御嶽行者と憑霊文化』●パーシヴァル・ローエル著／菅原壽清訳
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(1)『謎の独立国家ソマリランド』2310円・本の雑誌社　(2)『長野の山城ベスト
５０を歩く』2100円・サンライズ出版　(3)『長寿県長野の秘密』1260円・しなの
き書房　(4)『ラフカディオ・ハーンの英語教育』3360円・弦書房　(5)『高尾山・
景信山・陣馬山登山詳細図』735円・吉備人出版　(6)『本土の人間は知らないが、
沖縄の人はみんな知っていること』1365円・書籍情報社　(7)『未来ちゃん』2100円・
ナナロク社　(8)『ことばを尋ねて』3045円・天野祐吉作業室　(9)『日本に生きる
北朝鮮人　リ・ハナの一歩一歩』1365円・アジアプレス・インターナショナル出版
部　(10)『土の話』1365円・石風社　(11)『うれしいさん　かなしいさん』1050円・
東京子ども図書館　(12)『食は薬なり』1260円・金壽堂出版

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。基本的にメー
ル便は、一冊２１０円でお送り致しま
す。（メール便の到着は、発送してから
３～４日かかります。）お急ぎの方、そ
の他ご要望がございます場合はお気軽
に下記までお問い合せ下さいませ。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が5,000円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３－３２３５－６１８２

以下ホームページ等でも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
ＵＲＬ：http://neil.chips.jp/chihosho/　　ツイッター公式アカウント：@local_small

ト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店４Ｆ̶センター扱い図書］※税込み価格

［ジュンク堂書店池袋店地方出版社の本̶センター扱い図書］※税込価格

(1)『昭和プロレスマガジン　２９』1000円・昭和プロレス研究室　(2)『東京かわ
ら版　５月号』420円・東京かわら版　(3)『長野の山城ベスト５０を歩く』2100円・
サンライズ出版　(4)『謎の独立国家ソマリランド』2310円・本の雑誌社　(5)『映
画俳優　　平田昭彦』1050円・くまがい書房　(6)『将門と忠常』1575円・崙書房
　(7)『福岡県の名城』1890円・海鳥社　(8)『岩付太田氏』4200円・岩田書院　(9)『信
州観光パノラマ絵図』1785円・信濃毎日新聞社　(10)『立身出世と下半身』2730円・
洛北出版

(1)『松居直講演録　こども・えほん・おとな』1050円・「絵本で子育て」センター　(2)
『長寿県長野の秘密』1260円・しなのき書房　(3)『武蔵野武功夜話』1575円・壮
神社　(4)『いつか別れの日のために』1575円・澪標　(5)『長野の山城ベスト５０
を歩く』2100円・サンライズ出版　(6)『立身出世と下半身』2730円・洛北出版　
(7)『歯科詩集』1260円・かまくら春秋社　(8)『最後のおでん　続・ああ無情の泥酔
日記　増補新装版』1575円・寿郎社　(9)『枕もとに靴　ああ無情の泥酔日記　増
補新装版』1785円・寿郎社　(10)『土の話』1365円・石風社　(11)『ラフカディオ・
ハーンの英語教育』3360円・弦書房

売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書
▼もう一ヶ月以上が過ぎてしまいました
が、報道されている通り、『広告批評』元
編集長の島森路子さんが 4 月 23 日、呼
吸不全のため亡くなりました。66 歳。ご
冥福をお祈りいたします。／ 1947 年秋
田県横手市出身。立教大卒業後、講談社
を経て、７９年、天野祐吉さんととも
に『広告批評』創刊に参加。／ 2009 年
に休刊となった『広告批評』ですが、当
初ｗｅｂ化など広告を取り巻く環境の変
化がその理由とされていたのですが、毎
日ｊｐの記事によると島森さんの病気
と入院も大きなきっかけとなったとのこ
と。(http://mainichi.jp/sponichi/news/
20130424spn00m200016000c.html)/ 広
告批評休刊後、天野祐吉さんは『広告批評』
30 年を総括する『島森路子インタビュー
集』全 2 巻（天野祐吉作業室）を刊行。
朝日新聞 4月 30 日文化欄で天野さんは、
これが亡くなった島森さんへの「何より
のはなむけになった」と語っていました。
▼今年 1 月に 74 号を刊行して以来、諸
般の事情により休刊状態にあった韓国エ
ンターテインメント情報誌『HOT CHILI 
PAPER』ですが、装いも新たに 5 月末、
75 号が刊行されます。詳細は『HOT 
CHILI PAPER』 の facebook で。(https://
www.facebook.com/hotchilipaper)


